
HPHP

くらし・くらし・
手続き手続き

税
金

自
賠
責
保
険
の
期
限
切
れ
に
ご
注
意

1
0
0
2
7
2
3

ID

　
自
賠
責
保
険
は
、
万
が
一
の
自
動
車
事

故
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
に
、
原

動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車

に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
車
検
制
度
の
な
い
250
㏄
以
下
の
バ
イ
ク

（
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
二
輪
自
動
車
）

は
、
有
効
期
限
切
れ
、
掛
け
忘
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
自
賠
責
保
険
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

HP
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
課（
☎
514
・
８
２
３
５
）HPHP

くらし・くらし・
手続き手続き

住
ま
い
・
生
活

油
・
断
・
快
適
！
下
水
道
~
下
水
道
に

油
を
流
さ
な
い
で

１
０
０
３
４
７
３

ID

　
台
所
か
ら
流
れ
た
油
は
、
下
水
道
管
の

詰
ま
り
や
悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
鍋

や
食
器
に
付
い
た
油
汚
れ
は
、
洗
う
前
に

拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
行
動
が
川
や

海
の
良
好
な
水
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

問
東
京
都
流
域
下
水
道
本
部（
☎
042･

527
・

４
８
２
８
）、
市
下
水
道
課（
☎
514
・
８
３

１
７
）

市
営
住
宅
駐
車
場
使
用
者
募
集

１
０
０
３
４
１
４

ID

　
市
営
住
宅
内
の
空
き
駐
車
場
を
入
居
者

以
外
の
方
も
使
用
で
き
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
在
地
下
田
団
地
内（
石
田
二
丁
目
）

対
象
当
該
駐
車
場
か
ら
２
㌔
以
内
に
住

ん
で
い
る
ま
た
は
業
を
営
ん
で
い
る
方

費
用
月
額
８
千
円

問
財
産
管
理
課（
☎
514
・
８
１
５
６
）

HPHP

くらし・くらし・
手続き手続き

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

１0
月
は
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
強
化
月
間

１
０
０
２
９
２
７

ID

　
市
で
は
、
ご
み
の
発
生
回
避
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
よ
る
レ

ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
３
者
で
構
成

さ
れ
る
共
同
会
議
で
は
、
毎
年
５
月
・
10

月
を「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
強
化
月
間
」と
定

め
、
市
内
全
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
啓

発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
か
ら
の
レ
ジ
袋
有
料
化
を
き
っ
か

け
に「
マ
イ
バ
ッ
グ
使
っ
て
断
る
レ
ジ

袋
」が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
な
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
有
料
化
に
よ
る
レ
ジ
袋
の
辞
退

率
向
上
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
広
報
ひ
の

10
月
15
日
号
別

冊「
ご
み
情
報

誌
エ
コ
ー
」で

お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課（
☎
581
・
０
４
４
４
）

浄
化
槽
の
適
正
管
理
に
ご
協
力
を

１
０
０
２
９
４
３

ID

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
区
に

お
住
ま
い
の
ご
家
庭
な
ど
で
は
、
浄
化
槽

で
汚
水
な
ど
を
き
れ
い
に
し
て
か
ら
河
川

に
放
流
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
浄
化
槽
の

適
正
管
理
を
怠
る
と
、
放
流
す
る
水
質
が

悪
化
し
、
河
川
の
汚
濁
が
進
ん
で
し
ま
い

ま
す
。

　
浄
化
槽
管
理
者
に
は
、
法
律
に
よ
り
保

守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
査
な
ど

の
実
施
業
者
は
次
の
通
り
で
す
の
で
、
決

め
ら
れ
た
期
間
内
に
必
ず
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
市
で
は
清
掃
経
費
の
負
担

軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

対
象
を「
保
守
点
検
・
法
定
検
査
を
適
正

に
行
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
」と
す
る
予

定
で
す
。

法
定
検
査
（
公
財
）東
京
都
環
境
公
社（
☎

042
・
595
・
７
９
８
２
）

清
掃
日
野
衛
生
公
社（
☎
581
・
３
１
７
７
）

保
守
点
検
東
京
都
環
境
局
HP
で
登
録
業
者

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課（
☎
581
・
０
４
４
４
）

HPHP

産業・産業・
仕事仕事

は
た
ら
く
・
就
業
支
援

東
京
都
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

1
0
0
3
4
9
8

ID

　
東
京
都
最
低
賃
金
は
、
時
間
額
1
千
13

円
で
す
。
都
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課（
☎

03
・
３
５
１
２
･
１
６
１
４
）

HPHP

健康・医健康・医
療・福祉療・福祉

生
活
福
祉
・
地
域
福
祉

住
居
確
保
給
付
金
事
業
~
離
職
や
減
収

し
た
方
の
家
賃
を
支
給１

０
１
４
３
９
０

ID

　
利
用
に
当
た
っ
て
は
、一
定
の
要
件（
収

入
、
資
産
、
求
職
活
動
な
ど
）と
支
給
額

の
上
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市
HP
を

参
照
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
期
間
原
則
３
カ
月
間

対
象
次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
で
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
ま
た
は
喪
失

す
る
恐
れ
の
あ
る
方
①
離
職
後
２
年
以
内

②
給
与
な
ど
を
得
る
機
会
が
当
該
個
人
の

責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
・
都
合
に
よ
ら
な

い
で
減
少
し
、
離
職
や
廃
業
と
同
程
度
の

状
況
に
あ
る

問
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
514
・
８
５
７
４
）

ともに
生きるまち
日野

テーマ：障
しょう
害
がい
を理
り
由
ゆう
とする差

さ
別
べつ
の解

かい
消
しょう
のために

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

市
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
終
息

後
も「
以
前
の
状
態
に
戻
る
こ
と
は
無
い
」

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
間
中
止
に
な
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
行
事・イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

に
ぎ
わ
い
や
交
流
を
通
じ
て
人
と
人
と
の

絆
や
つ
な
が
り
を
創
る
も
の
、
人
間
が
人

間
で
あ
る
限
り
決
し
て
な
く
な
っ
て
は
な

ら
な
い
も
の
、
そ
の
復
活
は
必
要
で
あ
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
激
増
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
や
リ
モ
ー
ト
で
の
取
り
組
み
も
、
以

前
の
人
と
人
と
の
濃
厚
な
接
触
に
置
き
換

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
で
、
私
は
、
こ
の
間
大
変
貴

重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。7
月
28
日
に
は
、

「
み
ん
な
の
居
場
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参

加
さ
れ
、
街
歩
き
へ
の
協
力
や「
地
区
セ

ン
タ
ー
図
鑑
」の
作
成
を
し
て
く
れ
た
二

人
の
実
践
女
子
大
学
卒
業
生
に
お
礼
を
す

る
感
謝
状
贈
呈
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

し
ま
し
た
。
茨
城
県
と
佐
賀
県
の
そ
れ
ぞ

れ
の
ご
自
宅
と
市
役
所
を
つ
な
い
で
感
謝

状
を
画
面
越
し
に
贈
呈
し
、
二
人
か
ら
ご

挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
8
月
21

オ
ン
ラ
イ
ン
の

　
　
新
た
な
可
能
性

市
長　
大
坪　
冬
彦
コ
ラ
ム

日
に
は
高
校
生
と
市
役
所
・
日
野
青
年
会

議
所
を
中
心
と
す
る
大
人
が
Ｓエ

ス・デ
ィ
ー・ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を

軸
に
未
来
を
考
え
る「
ひ
の
ミ
ラ
」に
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
の
日
野
台

高
校
に
リ
ア
ル
で
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
私
を
含
む
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
が
多
様
な
意
見
を
出
し
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
8
月
23
日
に

は
地
域
懇
談
会
か
ら
生
ま
れ
た
四
中
地
区

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ｄ
ｅ

ラ
ジ
オ
体
操
」最
終
日
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
私
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
自

宅
や
職
場
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し
、
会

場
の
旭
が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
で
の
リ
ア
ル

参
加
者
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
や
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
三
つ
の
体
験
は
い
ず
れ
も
三
密
回

避
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
リ

ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
が
合
体
し
、
コ
ロ
ナ

以
前
の
日
時
場
所
限
定
で
あ
れ
ば
参
加
で

き
な
か
っ
た
人
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

可
能
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
新
た
な

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
可
能
性
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
生
み
出

さ
れ
た
プ
ラ
ス
の
価
値
・
新
た
な
可
能
性

を
予
感
さ
せ
る
夏
の
体
験
で
あ
り
ま
し

た
。

1
0
0
8
1
4
5

ID

Jアラートの全国一斉情報伝達訓練を
10月7日㈬に実施

　Jアラートとは、総務省消防庁の全国瞬時警報システムで
す。国から発令された警報を、人工衛星を介して各自治体
の無線を自動的に起動し、音声で各地住民に通達するもの
です。地震・津波など緊急を要する自然災害や、ミサイル
攻撃・大規模テロなどの有事の際に使用されます。市内1２3
カ所に設置している防災行政無線と個別受信機で放送され
るほか、緊急速報メールで発信されます。
　訓練は、11:00頃、防災行政無線で「これは、Jアラートの
テストです」を3回繰り返し放送します。今回は防災行政無
線の放送のみの訓練です。皆さまのご理解をお願いします。

1002479ID 問 防災安全課（☎514-８96２）

障
し ょ う

害
が い

の有
う

無
む

にかかわらず
誰
だ れ

もが安
あ ん

心
し ん

して暮
く

らせるまちへ

私
わたし

たち一
ひと

人
り

ひとりは、かけがえのない存
そん

在
ざい

であり、すべての市
し

民
みん

は、平
びょう

等
どう

に権
けん

利
り

を持
も

っています。「日
ひ

野
の

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

」が、令
れい

和
わ

２年
ねん

4月
がつ

に施
せ

行
こう

されてから半
はん

年
とし

がたちました。再
さい

度
ど

、日
ひ

野
の

市
し

が目
め

指
ざ

す、障
しょう

害
がい

のあるなしに関
かか

わらず誰
だれ

もが互
たが

いに人
じん

格
かく

と個
こ

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

する共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

、「ともに生
い

きるまち日
ひ

野
の

」実
じつ

現
げん

のための条
じょう

例
れい

のポイントなどについてお伝
つた

えします。

正
せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

がないのに、障
しょう

害
がい

があることでサービスの提
てい

供
きょう

を拒
きょ

否
ひ

・
制
せい

限
げん

したり、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

として、不
ふ

利
り

に取
と

り扱
あつか

うことは、禁
きん

止
し

です。

障
しょう
害
がい
を理

り
由
ゆう
とする差

さ
別
べつ
に関

かん
する取

と
り組

く
みを効

こう
果
か
的
てき
かつ

円
えん
滑
かつ
に行い、また、紛

ふん
争
そう
を解

かい
決
けつ
・調

ちょう
整
せい
するため、市

し
長
ちょう
の

附
ふ
属
ぞく
機
き
関
かん
として、協

きょう
議
ぎ
会
かい
を設

せっ
置
ち
しています。

日
ひ

野
の

市
し

と事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

から手
て

助
だす

けや、必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

につい
ての意

い
思
し

が伝
つた

えられたとき、負
ふ

担
たん

が重
おも

すぎない範
はん

囲
い

でお互
たが

いの対
たい

等
とう

な
対
たい

話
わ

・調
ちょう

整
せい

により柔
じゅう

軟
なん

な対
たい

応
おう

や支
し

援
えん

を行
おこな

う義
ぎ

務
む

があります。

障
しょう

害
がい

者
しゃ

およびその家
か

族
ぞく

に対
たい

する「不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
と

り扱
あつか

い」
の禁

きん

止
し

「日
ひ

野
の

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

支
し

援
えん

地
ち

域
いき

協
きょう

議
ぎ

会
かい

」
の設

せっ

置
ち

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

に関
かん

する相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

の設
せっ

置
ち

「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

」の義
ぎ

務
む

1012646ID

1

小
しょう
規
き
模
ぼ
事
じ
業
ぎょう
者
しゃ
に工
こう
事
じ
費
ひ
・物
ぶっ
品
ぴん
購
こう
入
にゅう
費
ひ
を助
じょ
成
せい

市
し

内
ない

で商
しょう

業
ぎょう

その他の事
じ

業
ぎょう

活
かつ

動
どう

を行
おこな

う小
しょう

規
き

模
ぼ

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

などに、合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

に必
ひつ

要
よう

な経
けい

費
ひ

（①工
こう

事
じ
・修

しゅう
繕
ぜん

（段
だん

差
さ

解
かい

消
しょう

、トイレ改
かい

修
しゅう

など）
②物

ぶっ
品
ぴん

購
こう

入
にゅう

（筆
ひつ

談
だん

器
き

、簡
かん

易
い

スロープ、コミュニケーションボードな
どの購

こう
入
にゅう

））費
ひ

用
よう

の一
いち

部
ぶ

を助
じょ

成
せい

します。
助
じょ

成
せい

した内
ない

容
よう

は、市
し

HP などにより公
こう

表
ひょう

させていただきます。　
※詳

しょう
細
さい

は、お問
と

い合
あ

わせください

2

3

4

①障
しょうがい

害福
ふく

祉
し

課
か
（差

さ
別
べつ

解
かい

消
しょう

推
すい

進
しん

係
がかり

） ☎514-８991 FAX 5８3-0２94

②エール（発
はったつ

達・教
きょういく

育 支
し え ん

援センター） ☎5８9-８８77 FAX 514-８740

③自
じ

立
りつ

生
せいかつ

活センター日
ひ の

野 ☎594-7401 FAX 594-740２

④地
ち

域
いき

生
せいかつ

活支
し

援
えん

センターゆうき ☎591-63２1 FAX 599-7２03

⑤指
し

定
てい

相
そうだん

談事
じ

業
ぎょう

所
しょ

やまばと ☎5８２-3400 FAX 5８２-330２

問 障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

課
か

（☎ 514-８991 FAX 5８30２94）

※お気
き

軽
がる

にご相
そう

談
だん

ください。土
ど

曜
よう

・日
にち

曜
よう

日
び

、祝
しゅく

日
じつ

、年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く

市
政
の
お
知
ら
せ
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